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精米時に匠盤が残りやすく栽培特性が優れる

良食昧水稲晶種「きんのめぐみJの育成

梶 亮太*1) ・太田久稔*1) ・福罵 陽*1) ・山口誠之本2) ・片岡知守*3) 

中込弘二*4) ・滝田 正*5) ・横上晴郁*6) ・遠藤貴司*7)・加藤 浩*8) 

市場茂夫*9) ・辻内啓次郎刊)

抄録 rきんのめぐみ」は、「おきにいり」を母とし、「あそみのり」を父とした雑種第一代を母に、
「おきにいり」を父として戻し交配した組合せに由来する。東北農業研究センターとトーヨーライス株

式会社との共同育成による品種で、 2011年に品種登録出願された。育成地における出穂期、成熟期は

「ひとめぼれJ に比べて 1~2 日早く、寒冷地中部では“中生の中 に属する。「ひとめぼれjと比較し

て、秤長は同程度、穂、長は同程度で穂数はやや少ない。草型は“穏重型"である。いもち病真性抵抗性

遺伝子型は“Pia、Pii" と推定され、葉いもち園場抵抗性、穂いもち園場抵抗性ともに“強"である。

白葉枯病真性抵抗性遺伝子Xalを有し、白葉枯病圃場抵抗性は

ある。耐倒伏性は“強"である。穂発芽性は“やや易"である。収量性は「ひとめぼれj並である。玄

米品質は「ひとめぼれJよりやや劣る。食味は「ひとめぼれj並の良食味である。掲精時の目玉盤残存率

は「ひとめぼれJよりも高い。

本品種は脹盤が残るように精米をした商品「金芽米(きんめまい)Jの原料米として利用できる。栽

培適地は寒冷地中南部および温暖地中山間部である。

キーワード:水稲、きんのめぐみ、中生、いもち圃場抵抗性、白菜枯病園場抵抗性、良食味、目玉盤、金

芽米

A New Rice Variety for Milled Rice with Scutellum "Kinnomegumi"， with Good Eating Quality and 

Resistance to Blast and Bacterial Blight : Ryota KA]Iキ1) Hisatoshi OHTAキ1) Akira FUKUSHIMA * 1) ， 

Masayuki Y AMAGUCHI叫 TomomoriKATAOKA吋 KojiNAKAGOMI*')， Tadashi TAKITA*"， Narifumi 

YOKOGAMI叫) Takashi ENDO*7l， Hiroshi KATO叫) Shigeo ICHIBA *9)， Keijiro TSUJIUCHI判)

Abstract : A new rice variety， "Kinnnomegumi"， was developed in 2011 by a cooperative breeding 

program between Tohoku Agricultural Research Center and TOYO RICE Co.， Ltd. "Kinnomegumi" 

belongs to the moderate maturity group in the Tohoku region. Its plant type is classified according 

to panicle weight. The culm length is similar to that of "Hitomebore"， and the lodging tolerance is 

"strong". "Kinnomegumi" is estimated to have true resistance genes to blast， Pia and Pii. The leaf and 

panicle field resistance to blast are classified as "strong". "Kinnomegumi" also has a true resistance 
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gene to bacterial blight. Xal， and its field resistance to bacterial blight is "strong". Its cool-weather 
tolerance during the reproductive stage is "high". 

The grain yield of "Kinnomegumi" is almost the same as that of "Hitomebore". The grain appear-

ance is slightly lower than that of "Hitomebore"， and the eating quality is superior to and similar to 

that of官itomebore".The ratio of grains with scutellum after rice polishing of "Kinnomegumi" is 

higher than that of "Hitomebore". 

"Kinnomegumi" is available as an ingredient of "Kinmemai"， the milled rice product with scutellum 

and high nutritional value. "Kinnomegumi" is consid巴redto be adaptable to the Tohoku region and 

semi-mountainous area of白ewarm regions of J apan. 
Key W ords Oryza sativa L.， Kinnomegumi， Moderate maturity， Blast field resistance， Bacterial 

blight resistance， Eating quality， Scutellum， Kinmemai 

I 緒 言

国内における米の消費量が減少している中で米の

需要拡大を図るためには、健康志向等の消費者ニー

ズに応える商品の開発が必要で、ある。そのような商

品のーっとして、 トーヨーライス株式会社では独自

の精米法によって匹盤と亜糊粉層を残した白米より

栄養価が高い「金芽米Jを開発して、米袋やコンビ
ニエンスストアのおにぎり等で販売している。東北

農業研究センターでは2007年よりトーヨーライス株

式会社との聞で共同研究契約を結び、「金芽米Jに
適した良食味水稲品種を育成することを目的に共同

育成を行ってきた。「きんのめぐみ」は、束北農業

研究センターで栽培特性試験・収量試験・特性検定

および系統養成・固定を分担し、 トーヨーライス株

式会社で金芽米に適する匹盤残存性の高い系統の選

抜を分担して育成した品種である。良食味で掲精時

にJlf盤が残りやすい特性を持つため金芽米の原料米

としての加工適性が高く、普及見込み地帯における

現地試験の結果が良好で、あったことから、 2010年に

品種登録出願を行った。 2012年現在、秋田県と長野

県で産地品種銘柄に設定され、「金芽米jの原料米

として普及を開始しているところである。

本報では「きんのめぐみJの来歴、育成経過、特
性の概要等について報告する。なお、本文中で使わ

れている「金芽米」はトーヨーライス株式会社の登

録商標である。

本品種の育成にあたっては，各府県の特性検定試

験および系統適応性試験の担当者の方々にご協力を

いただいた。現地試験では、 JA秋田おばこ、 JA

あづみ、 JAつくば市の担当者の方々にご協力いた

だいた。東北農業研究センター業務第3科の技術専

門職員ならびに非常勤職員、低コスト稲育種研究東

北サブチーム(現:稲育種担当)の非常勤職員各位

には、本品種育成のために圃場管理、調査等で尽力

していただいた。ここに心から厚く御礼申し上げる。

E 来歴および育成経過

1 .来歴

「きんのめぐみJは、いもち病圃場抵抗性・耐冷
性が強く良食味の「おきにいりJ(束ら 1997)を

母とし、いもち病圃場抵抗性・白葉枯病圃場抵抗性

が強い「あそみのりJ(杉谷ら 1974)を父とする

雑種第一代を母に、「おきにいり」を父として戻し

交配した組合せから育成された(図 1)。この交配

組み合わせの当初の目標は、東北地域の品種とは遺

伝的背景の異なる「あそみのりJのいもち病圃場抵
抗性および白葉枯病圃場抵抗性を「おきにいり」に

導入することによって、病害複合抵抗性で栽培特性

の優れる東北地域向け良食味品種を育成することに

あった。

2.育成経過

「きんのめぐみ」の育成経過を表1に示す。 1998

年に東北農業試験場水田利用部稲育種研究室(現・

東北農業研究センター水田作研究領域稲育種担当)

において人工交配を行い、 1999年春にガラス室内で

BC，F，を養成、同年BC，F，系統を圃場にて養成し、

以後、系統育種法により選抜、固定を図ってきた。

2004年BC，F7世代より「羽系854Jの系統名で生産

力検定試験、特性検定試験を行った。 2006年にトー

ヨーライス株式会社から匪盤残存率の高い良食味米

の育成を要望されたため、同年BC，F9世代に生産力

検定試験、特性検定試験に加えてトーヨーライス株

式会社において匪盤残存率の調査を行った。 2007年

よりトーヨーライス株式会社との聞で共同研究契約

を結び、「金芽米Jに適した良食味水稲品種を育成
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することを目的に共同育成を開始した。 2009年より

現地試験を行い、 2010年のBC，F13世代から「奥羽
411号Jの系統名を付した。その結果、精米特性、

栽培特性が優れる点が評価され、 2011年に品種登録

出願され、「きんのめぐみ」と命名された(出願番

号:25882)。

3.命名の由来

[きんのめぐみjは、匹芽部分がしっかりと残り

やすく、その部分が金色に見え、そこから得られる

栄養が大きなめぐみとなること、また、収穫量も多

いことから命名した。

愛知26号

E 特性

1 .形態的および生態的特性

「きんのめぐみjの育成地における特性観察調査

の結果を表2に示す。移植時の苗丈は「ひとめぼれ」

並の“中"で、葉色は「ひとめぼれ」より“やや濃"

い。稗の細太は“やや太"で、稗の剛柔は“やや剛"

である。穎色は“黄白"、ふ先色は“白"で、やや

短いt芭fが中程度生じる。粒着密度は“やや疎

粒性は“難"である。

「きんのめぐみ」の稗長は「ひとめぼれjと同程

度の“やや長"で、穂長は「ひとめぼれ」と同程度

二吋部47号上(初星)

奥羽269号

おきにいり
(トヨニシキ)

曲系745

一一則313号
(奥羽313号)

東北78号
(ササニシキ)

PiNo.2 y 丙師号十石

ト十きんのめぐみ「寸全勝26号

-、
西海セ4ン7ロ
ベニ豆、ク)二つ一西海59号

トー あそみのり全勝26号

中穣2号

二コ-
32-6 (中穣)

(幸風)新山吹
(新山吹2号)

おきにいり

図1 きんのめぐみjの系譜図

表 1 rきんのめぐみ」の育成経過

年次

世代

育成系統図

1998 1999 1999 2000 却01 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

(交配) BCjFj BCjF2 BCjF3 BCjF4 BCjF5 BCjF6 BCjF7 BCjFs BCjFg BCjFlO BCjFll BCjFj2 BCjF13 

YoL YoL YoL YoL 

奥交98 温横 ( 287 (1 (11 (312 (3121 (2611 (2526 (2611 (2531 (2436 (2951 (2636 

211 BjFj 

2 

養成系統群 12 

養成系統数 89 88 60 

選抜系統数 10 88 12 13 

注.育成系統図のアンダーラインは選抜系統を示す。

13 
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表2 「きんのめぐみ」の特性観察調査成績(育成地)

品種名
移植時 干早 世

頴色ふ先色粒着密度脱粒↑生止葉の直立
苗丈 葉色 細太 柔剛 色 長短

きんのめぐみ 中 やや濃 やや太やや剛 黄白やや短 黄白 自 やや疎 難 やや立

ひとめぼれ 中 中 やや細やや柔 黄白 短 黄白 白 やや疎 難 中

あきたこまち やや短やや濃 やや細やや柔 黄白やや短 黄白 白 やや密 難 やや立

表3 「きんのめぐみ」の生育調査成績(育成地)

品種名
出穂期 成熟期 梓長 穂長 穂数

倒伏程度 穂いもち
(月.日) (月.日) (cm) (cm) (本Ini) 

きんのめぐみ 8.4 9.17 88 19.1 366 0.1 0.1 
ひとめぼれ 8.6 9.18 87 18.9 478 1.5 0.2 
あきたこまち 8. 1 9.13 85 18.0 418 1.4 1.1 

注.移植栽培、 2004~2010 年の平均。
耕種概要:移植日 5 月 17~22日、栽植密度:30cm x 15cm 1株3本植え、窒素施肥量:7kg/a。
倒伏程度、穂いもち:0 (無)~5 (甚)。

表4 iきんのめぐみ」の収量調査成績(育成地)

全重 精玄米重 比較比率屑米重歩合収穫指数
品種名
(kg/a) (kg/a) (%) (%) (%) 

きんのめぐみ 165 62.7 101 0.7 38.0 

ひとめぼれ 161 62.0 100 2.0 38.5 

あきたこまち 156 58.2 93 1.7 37.3 

注移植栽培、 2004~201O年の平均。精玄米重は飾目
1.8mmで選別。
収穫指数:精玄米重/全重。

表5 iきんのめぐみ」の玄米の粒形調査成績(育
成地)

粒長粒幅粒厚
品種名 粒長/粒幅粒長x粒幅

(mm) (mm) (mm) 

きんのめぐみ 5.22 2.94 2.24 1.78 15.34 
ひとめぼれ 5.18 2.79 2.14 1.86 14.45 

あきたこまち 5.14 2.77 2.10 1.86 14.23 

注.移植栽培、 2010年産玄米 1000粒をサタケ穀粒判別器
RGQIlOで測定。

で、穂数は「ひとめぼれJよりやや少ない“やや少"
である(表3、写真1)。草型は“穂重型"である。

止葉の直立性は“やや立"で、草姿・熟色は良好で、

ある(表2、写真2)。耐倒伏性は“強"で、倒伏

は「ひとめぼれJより明らかに少ない。「きんのめ
ぐみ」の出穏期および成熟期は「ひとめぼれ」より

も 1~2 日早く、「あきたこまち J よりも 3~4 日

遅く、寒冷地中部では“中生の中"に属する。

2.収量性

「きんのめぐみ」の移植栽培における収量調査成

績を表4に示す。地上部全重は「ひとめぼれJiあ

表6 iきんのめぐみ」の玄米粒厚調査成績(育成地)

粒厚別重量比率(%)

品種名 2.2mm 2.1 2.0 1.9 1.8 1.7 1.6 1.6mm 

以上 mm mm mm mm mm mm 未満

きんのめぐみ 61.7 25.8 7.2 2.7 1.9 0.5 0.1 0.1 
ひとめぼれ 12.6 43.6 29.4 8.7 4.5 0.9 0.2 0.1 

あきたこまち 11.0 42.2 35.2 7.9 2.9 0.6 0.1 0.1 

注.移植栽培、 2010年産玄米 200gを5分間縦白飾にか
け2反復で試験を行った。
アンダーラインは最頻値。

表7 iきんのめぐみ」の外観品質調査成績(育成地)

玄米 玄米形質

品種名 千粒重
Eh質腹自心白乳白背白光沢

(g) 

きんのめぐみ 24.9 4.7 1.2 1.2 0.7 1.3 4.7 

ひとめぼれ 22.7 3.8 0.6 0.4 1.1 0.7 4.8 

あきたこまち 21.7 3.9 0.4 0.4 0.9 0.9 4.9 

注移植栽培 2004~201O年の平均、品質は 1 (上上)~9
(下下)、渡白、心白、乳白、背白は o(無)~9 (甚)の
9段階評価。光沢は 3(良)~7 (否)の5段階評価。

きたこまち」と同程度である。精玄米重は「ひとめ

ぼれJ並で「あきたこまち」よりやや多収である。
収穫指数は、「ひとめぼれj並である。

3.品質および食味特性

「きんのめぐみ」の玄米の粒形調査成績を表5に

示す。粒形は“中"で粒長/粒幅の値は「ひとめぼ

れJ並である。粒大は“やや大"で、粒長×粒幅の

値は「ひとめぼれ」より大きい。「きんのめぐみ」

の玄米の粒厚調査成績を表6に示す。粒厚の最頻値

は2.2mm以上で、「ひとめぼれJiあきたこまち」よ
り厚い。「きんのめぐみ」の玄米千粒重は「ひとめ
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ほれJより2g程度重い(表7)0 rひとめぼれJrあ
きたこまちJと比較して、腹白、心白の発現がやや

多いため、外観品質はやや劣る(表7、写真3)。

「きんのめぐみ」の白米の食味は「ひとめぼれJrあ
きたこまち」並の“上中"である(表8)0 rきんの
めぐみjの玄米タンパク質含有率を表9に、白米ア

表8 rきんのめぐみJの基準品種に対する食味総
合値(育成地)

基準品種名
試験 食味総合値

試験年次
回数

ひとめぼれ 2003，04，06年 5 -0.05 -0.02 -0.16 

あきたこまち 2005，07~1O年 7 -0.06 -0.02 -0.08 

注食味試験は 5 点法で実施。パネル数は 9~16 名。食
味総合値は、基準品種 Oに対して 3 (かなり劣る)
~+3 (かなり優る)の7段階評価

表9 rきんのめぐみjの玄米タンパク質含有率(育
成地)

玄米タンパク質含有率(%)
品種名

2006年2007年2008年2009年2010年平均

きんのめぐみ 6.7 7.2 5.9 5.7 6.1 6.3 

ひとめぼれ 6.0 6.9 5.8 5.9 5.9 6.1 

あきたこまち 6.7 7.2 5.9 6.1 6.5 6.5 

注.近赤外光分光分析装置 (FOSS社infratecl241)で測
定。

表10 rきんのめぐみ」の白米アミロース含有率(育
成地)

品種名
白米アミロース含有率(%)

2007年 2008年 2009年 2010年平均

きんのめぐみ 16.8 19.9 19.4 16.9 18.3 

ひとめぼれ 17.8 19.8 19.5 16.2 18.3 

あきたこまち 16.2 18.6 18.0 16.9 17.4 

注.ブフン・ルーベ社オートアナライザ-II型で測定。

ミロース含有率を表10に示す。玄米タンパク質含有

率は「ひとめぼれJrあきたこまちJ並で、白米ア
ミロース含有率は「ひとめぼれ」並で「あきたこま

ち」よりやや高い。

4.揖精特性および旺盤残存性

育成地における家庭用精米機を用いた「きんのめ

ぐみ」の掲精試験成績を表11に示す。白度および縦

溝残存で判定した適揚精に要する時間は「ひとめぼ

れ」並である。また、この時の匹芽残存歩合は「ひ

とめぼれJrあきたこまち」より高い。トーヨーラ
イス株式会社で独自に開発した亜糊粉層を残す掲精

が可能なテスター精米機を用いた佐盤残存性試験成

績を表12に示す。 目玉盤残存率は「ひとめぼれJrあ
きたこまちJより高い。刈り取り時期の異なる「き

んのめぐみ」の目玉盤残存率を図2に示した。早刈り、

適期刈りと比較して刈り遅れでの匪盤残存率は大き

く低下する。

表11 rきんのめぐみ」の捻精試験成績(育成地)
玄米水分 掲精時間(秒)

品種名 調査項目
(%) ~，~.~~ 140 160 180 200 

きんのめぐみ 15.6掲精歩合(%) 90.6 90.3区画制
白度 39.0 40.4 44.4 44.9 

匹芽残存歩合(%) 24.0 20.5 18.7 14.8 

ひとめぼれ 15.9掲精歩合(%) 91.7 90.5也Q.QJ89.5 
白度 37.8 41.1 42.4 41.9 

1E芽残存歩合(%) 17.8 12.5 7.8 6.0 

あきたこまち 15.6揚精歩合(%) 90.5匝盟 89.3 88.6 
白度 39.7 43.7 43.2 43.9 

BE芽残存歩合(%) 12.3 11.3 8.7 6.3 

注移植栽培、 2010年産玄米 340gをサタケ SKM-5で精
米後、 300粒2反復を調査。白度はKettC-3ゆOで測定。
仁コは適揚精時間の捻精歩合。白度 40.0以上で縦溝
の糠が溝全長の2分の l程度残っている状態を適掲
精と判定した。

表12 rきんのめぐみ」の距盤残存性試験成績(トーヨーライス株式会社)
品種名 年次

きんのめぐみ 脹盤残存率(%)

掲精歩合(%)
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91.0 

93.4 
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91.8 
ひとめぼれ 怪盤残存率(%) 14.0 - 11.5 86.0 - 37.2 

指精歩合(%) 91.8 - 91β 93.8 - 92.5 

あきたこまち 匹盤残存率(%) 25.3 0.6 13.5 - 13.1 

掲精歩合(%) 91.8 91.8 91.8 - 91.8 

注.育成地産玄米をテスター精米機MC90A(東洋精米機)で掲精後、正常粒5gを手選別で測定。
平均 1: 2006~2008 年の平均。平均 2 ・ 2006、 2008、 2009 年の平均。 2007 年の玄米の脹盤残存率が低いのは、過乾
燥が原因と考えられる。
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B適期刈り(出穂後45日)
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刈取時期の異なる「きんのめぐみjの匹盤残

存率

注.2010年育成地産玄米をテスター精米機 MC90A(東洋
精米機)で掲精後、正常粒 5gを手選別で測定。

図2

「きんのめぐみ」の葉いもち圃場抵抗性検定試験成績表14

総合評価

強

愛知県農業総合試験場山間農業研究所

推定 2004. 2007. 2010年

遺伝子型 発病程度 評価

Pia. Pii 5.4 やや強

Pia 3.0 極強

Pia. Pii 3.6 強

Pia. Pii 5.3 やや強

Pia. Pii 6.0 中

Pia. Pii 8.5 やや弱

Pia. Pii 8.6 やや弱

Pia. Pii 8.4 やや弱

品種名

きんのめぐみ

奥羽320号

中部 105号

峰ひびき

ホウレイ

東北IL2号

黄金晴

ミネアサヒ

注.畑晩播法による検定、発病程度:0 (無発病)~10 (全茎葉枯死)。

2004~2010年

発病程度 評価

4.0 極強

4.1 極強

5.1強

5.3 やや強

6.3 中

7.3 やや弱

7.2 やや弱

育成地

推定

遺伝子型

Pia. Pii 

Pia 

Pii 

Pia. Pii 

Pia. Pii 

Pii 

Pii 

品種名

きんのめぐみ

奥羽320号

中部45号

はたじるし

あきたこまち

ひとめぼれ

イナバワセ

育成地 秋田農試 愛知山間農研山口徳佐分場 福島浜研 山形水田農研

2004~2010年 200生06.09.10年 2004.2010年 2005. 2007年 2010年 2010年

発病 発病 発病 発病 発病 発病
評価 評価 評価 評価 評価

程度 程度 程度 程度 程度 程度

きんのめぐみ Pia. Pii 3.8 強 3.8 強 4.8 強 3.7 強 0.4 極強 1.9 

奥羽 357号 Pia 2.9 極強 3.1 極強 0.3 0.5 

まなむすめ Pii 4.8 強 6.0 強 0.6 - 1.6 

キヨニシキ 万九 Pii 6.9 中 1.4 - 3.0 

ひとめぼれ Pia 6.3 中 8.0 中 6.9 ~~ 5.2やや弱 1.2 - 3.0 

ササニシキ Pii 7.1やや弱 8.6 弱 0.7 - 4.4 

注発病程度・o(無発病)~1O (全籾権病)。
秋田農試・秋田県農林水産技術センター農業試験場、愛知山間農研:愛知県農業総合試験場山間農業試験場、

山口徳佐分場:山口県農業試験場徳佐寒冷地分場、福島浜研福島県農業総合センター浜地域研究所、

山形水田農研:山形県農業総合研究センター水田農業研究所。

「きんのめぐみjの穂いもち圃場抵抗性検定試験成績

推定

遺伝子型

総合

評価

表15
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5.病害抵抗性および障害抵抗性

「きんのめぐみ」のいもち病真性抵抗性遺伝子型

は、接種菌株に対する反応から“Pia、Pii"と推定

される(表13)0 Iきんのめぐみ」の育成地および特

性検定試験地における葉いもち圃場抵抗性検定試験

成績を表14に、穂いもち圃場抵抗性検定試験成績を

表15に示す。葉いもち圃場抵抗性、穂いもち圃場抵

抗性ともに“強"である。「きんのめぐみ」の白葉

枯病抵抗性群は、接種菌種に対する反応から “黄

玉群"で、白葉枯病真性抵抗性遺伝子Xalを有する

と推定される(表16)0 IきんのめぐみJの山形県農

業総合研究センターにおける白葉枯病圃場抵抗性検

定結果を表17に示す。白葉枯病圃場抵抗性は“強"

である。「きんのめぐみJの岐阜県農業技術センタ

ーにおける縞葉枯病抵抗性検定結果を表18に示す。

縞葉枯病の発病が見られることから縞葉枯病には

“擢病性"である。「きんのめぐみ」の育成地および

特性検定試験地における障害型耐冷性検定試験成績

を表19に示す。障害型耐冷性は

では、「きんのめぐみ」の育成地における穂発芽性

検定結果を示す。穂発芽程度は「ひとめぼれ」より

大きく「ふくひびきjと同程度で、穂発芽性は“や

や易"である。

U 栽培適地および栽培上の留意点

1 .配付先における試験成績

「きんのめぐみJの現地試験成績を表21に示す。

「あきたこまちjと比較して、出穂期および成熟期

は 1~5 日遅い。手早長は同程度かやや長く、穂長は

やや長く、穂数はやや少ない。収量は、秋田県仙北

郡美郷町と茨城県つくば市では多収で、長野県安曇

表16 Iきんのめぐみjの白葉枯病抵抗性群の推定
(育成地)

品種名

接種菌株(菌系群)
白葉枯病

抵抗性群
(I群菌) (II群菌) (皿群菌)

きんのめぐみ黄玉群 R S S 
ひとめぼれ 金南風群 S S S 

あそみのり 黄玉群 R S S 

注.菊葉接種による。 Sは擢病性反応、 Rは抵抗性反応を
示す。

表17 IきんのめぐみJの白葉枯病抵抗性検定試験
成績

山形県農業総合研究センター水田農業試験場

病斑長(cm) 総合評価
品種名

きんのめぐみ 4.3 強

中新 120号 4.5 強

庄内8号 8.0 やや強

フジミノリ 9.2 中

ササニシキ 9.8 やや弱

ヒメノモチ 16.1 弱

注. 2004~2010年の平均。穂ばらみ期に止葉に E群菌E
群菌を勢葉接種して、 22~27日後に努葉部からの最
大病斑長を測定した。

表18 IきんのめぐみJの縞葉枯病抵抗性検定試験
成績

品種名

きんのめぐみ

日本晴

あさひの夢

岐阜県農業技術センター

権病株率(%) 総合評価

6.1 権病性

52.3 罷病性

0.0 抵抗性

注 2009、2010年の平均。各品種72株について出穏期に
調査。

表19 Iきんのめぐみ」の障害型耐冷性検定試験成績

育成地 青森藤坂稲作部 岩手農研 宮城古川農試

品種名 2004~2010年 2005年 2010年 2005，09.10年 総合評価

不稔歩合 判定 不稔歩合 判定 不稔歩合 判定 不稔歩合 判定

きんのめぐみ 64.3 強 49.3 極強 49.8 強 54.6 5虫 5虫

ひとめぼれ 27.4 極強 30.6 極強 16.6 極強 極強

オオトリ 63.6 強 67.3 強 62.9 強 57.7 目虫 5金

コガ、ネヒカリ 76.0 中 78.9 中 67.5 やや強 やや強

めんこいな 82.9 中 中

トヨニシキ 89.2 やや弱 やや弱

注.循環式冷水掛け流し圃場(恒温深水法)による。
不稔歩合は育成地は達観調査、その他は実測値。
青森藤坂稲作部:青森県産業技術センター農林総合研究所藤坂稲作部、
岩手農研:岩手県農業研究センタ一、宮城古川農試:宮城県古川農業試験場。
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野市では同程度、大阪府泉南市ではやや少収である。

千粒重は2g程度重く、品質は美郷町と安曇野市で

は同程度だが、つくば市と泉南市では劣る。 目玉盤残

存率は、ほとんどの現地で「あきたこまち」より高

いが、 2010年の美郷町と泉南市では「あきたこまちJ

より低い。これらの現地で、「きんのめぐみjの匹

盤残存率が「あきたこまち」より低かったのは、

2010年の美郷町では、収穫期の悪天候による刈り遅

3.栽培上の留意点

1 )匹盤残存率が著しく低下するため、刈り遅れを

避ける。

2)高温登熟条件下では白未熟粒が多発する恐れが

あるため、栽培適地以外での作付けを避ける。

V 育成従事者

「きんのめぐみjの育成従事者は表22に示すとお

れ、泉南市では、外観品質が劣っていたために掲精 りである。

歩合が低下したことが原因と考えられる。

2.栽培適地

温暖地平坦部では、品質が著しく低下する恐れが

あることから、寒冷地中南部および温暖地中山間部

に適すると考えられる。

表20 Iきんのめぐみjの穂発芽検定試験成績(育

成地)

品種名
穂発芽程度

2004-2009年

きんのめぐみ 4.3 

あきたこまち 3.8 

ふくひびき 4.5 

穂発芽程度

2010年

6.5 

4.8 

5.0 

総合評価

やや易

中

やや易

ひとめぼれ 1.4 3.5 難

注.穂発芽程度 (2004-2009年): 0 (0ゲO発芽)-10(100 
%発芽)。穂発芽程度 ω010年): 2 (極難)-8(極易)。

U 考 察

本品種の育成当初の目的は、いもち病圃場抵抗

性・白葉枯病圃場抵抗性で栽培特性の優れる良食味

品種の育成にあった。「きんのめぐみ」は、いもち

病圃場抵抗性、白葉枯病圃場抵抗性、障害型耐冷性、

耐倒伏性のいずれも

「あきたこまち」並の“上中"であり、当初の目標

は概ね達成している。「あそみのりJを一回親に用

いた効果としては、「きんのめぐみjには「あそみ

のり」の持つ白葉枯病真性抵抗性遺伝子Xalといも

ち病圃場抵抗性遺伝子PIas(t)が導入されている

ことカ吉明らカ斗こなっている (Endo et a1. 2012)。

さらに、「きんのめぐみ」の大きな特長として、

匪盤残存性が挙げられる。匹盤残存性は特殊な精米

表21 「きんのめぐみJの現地試験成績

出穂期成熟期稗長穂、長穂数 倒伏精玄比較玄米玄米目玉盤揚精

試験地年次系統・品種名(月日) (月日) (cm) (cm) (本Irrf)程度 米重 比率千粒重品質残存率歩合
cm) ¥4'-!m) (0-5) (g) (%) (g) (1-9) (%) (%) 

美郷町 2009きんのめぐみ 8.4 9.22 86 19.5 264 0.0 52.5 112 25.3 3.5 96.0 94.0 

(秋田) あきたこまち 7.31 9.18 81 18.9 309 0.0 47.1 100 23.0 3.8 85.0 93.3 

2010きんのめぐみ 8.4 9.17 92 21.0 324 0.0 76.5 119 24.5 5.8 49.1 91.2 

あきたこまち 8. 1 9.14 96 20.3 338 2.0 64.4 100 22.1 4.9 56.0 90.9 

平均きんのめぐみ 8.4 9.20 89 20.3 294 0.0 64.5 116 24.9 4.7 72.6 92.6 

あきたこまち 8. 1 9.16 89 19.6 324 1.0 55.8 100 22.6 4.4 70.5 92.1 

安曇野市 2009きんのめぐみ 8.6 9.20 91 19.0 329 0.0 55.5 99 24.2 4.0 99.0 93.2 

(長野) あきたこまち 8.5 9.19 92 18.4 382 0.0 56.2 100 21.7 4.0 87.0 93.1 

2010きんのめぐみ 8.2 9.15 89 20.0 380 0.0 61.2 105 23.8 4.3 36.1 92.0 

あきたこまち 7.31 9.13 83 18.1 375 0.0 58.2 100 21.9 3.9 34.3 91.0 
平均きんのめぐみ 8.4 9.18 90 19.5 355 0.0 58.4 102 24.0 4.2 67.6 92.6 

あきたこまち 8.2 9.16 88 18.3 379 0.0 57.2 100 21.8 4.0 60.7 92.1 

つくば市 2010きんのめぐみ 7.25 9.7 98 20.9 285 0.0 56.5 122 24.7 6.4 48.0 89.7 

(茨城) あきたこまち 7.22 9.4 91 18.2 338 0.0 46.5 100 22.2 4.9 34.7 90.6 

泉南市 2010きんのめぐみ 7.19 8.25 77 19.8 320 0.0 56.5 94 23.3 7.0 47.8 87.4 

(大阪) あきたこまち 7.14 8.20 78 19.4 369 0.0 60.2 100 21.6 5.0 54.2 90.4 

注.倒伏程度:0 (無)-5(甚)、玄米品質:1 (上上)-9(下下)。目玉盤残存率は、テスター精米機 MC90A(東洋精米機)
で揖精後、正常粒5gを手選別で測定。 2010年美郷町の「きんのめぐみ」は収穫期の悪天候のため刈り遅れた。
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表22 rきんのめぐみjの育成従事者
年次・ 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 在任

世代 交配 BCjFl'F2BCjF3 BCIF4 BCjF5 BCjF6 BCIF7 BCjF8 BCIFg BCjFlO BCjFll BCIF12 BCjF13月数氏名

(室長)

太田久稔

山口誠之

滝田正
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遠藤貴司
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法で精米した米について調査する必要があるが、精

米法を開発したトーヨーライス株式会社で精米試験

を行うことにより「きんのめぐみJの長所として明

らかにすることができた。また、刈り取り時期の異

なる玄米の匹盤残存率を調査した結果から、匪盤残

存率が刈り遅れによって低下することが明らかとな

った。「きんのめぐみjにおいても「あきたこまち」

「ひとめぼれJと同様に、刈り遅れによる匪盤残存

率の低下が見られることから、刈り遅れを避けて適

期刈りを行うことが、栽培上の重要な留意点となる。

匪盤残存性のメカニズムや遺伝についてはまだ明ら

かになっておらず、今後の研究が必要で、ある。

「きんのめぐみjの残された問題点として、外観

品質の改良が挙げられる。現地試験の結果から、登

熟期間に高温条件に当たる地域では、特に外観品質

が低下しやすいと考えられる。「きんのめぐみJの

栽培適地である東北地域においても、 2010年、 2012

年と高温年が頻発していることから、外観品質の改

良にあたっては高温耐性も十分に考慮した選抜が必

要である。
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写真 1 iきんのめぐみ」の草姿 写真2 圃場における「きんのめぐみ」の草姿

(左 .きんのめぐみ、中 ひとめぼれ、 (左.きんのめぐみ、右 .あきたこまち、2010年9月育成地)

右.あきたこまち、 2010年育成地産)

写真3 iきんのめぐみJの籾および玄米

(左・きんのめぐみ、中・ひとめぼれ、右ーあきたこまち、 2010年育成地産)

ーー-・』-ー宅t ，.冨
hA一一一÷で『・

h・・
写真4 J.庄盤が残るように精米した「きんのめぐみJ

左:!Jf盤が残る精米 (2010年美郷11町産米を トーヨーライス株式会社で精米、t島精歩合 :91.2%) 
右・通常の精米 (2010年育成地産米、 t鳥精歩合:88.9%) 
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